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【目的】我々は、アセチレン

コバルト錯体を利用したイ

ミニウムイオンの分子内

Friedel-Crafts 反 応 に よ る

2-benzazocine 誘導体の合成

を報告している。1) 

 今回は、多官能基化された含窒素中員環の合成を目的として、イミニウムイオ

ン生成が可能な基質による分子内環化反応を検討した。 

 

【方法・結果】アセチレンコバルト錯体 3 を BF3•OEt2 1.2 当量、ジクロロメタン中、

室温で処理したところ、７員環成績体 4 がジアステレオマー混合物として 72%の

収率で得られた。窒素原子の置換基を 5-hydroxypyrrolidin-2-one とした基質 5 の環

化も検討したので、合わせて報告する。 
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